














































容(上記①～⑤ を通 して,物 理的及び意識面での世界が拡が
ることによる視点の変更)2)の6点 を挙げている.本研究で
は,③ 生活の拡が り(余暇活動への参加等)に焦点をあて,ふ
るさと納税制度の活用 とい うスキームを明確 に示す ことによ
り,納 税者が税金の納付先や使い道 を選択できるとい う障が
い者が今までの生活のなかで多 くの制約 を受けてきた 「自己
選択から自己決定に至 るプロセス」を体感できる.EBP(科
学的根拠に基づ く実践[Evidence-BasedPractice])の一つ
で あ るIPS(個 別 就 労支 援 プ ロ グ ラム[Individual
PlacementandSupport])が提唱 されてお り,多 くの障がい
者は,一 般的にいわれ る就労を通 した"生 きがい"を 求める
視点 も持ち合わせてい るが,障 がい者個々人 としての"社 会
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